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M TL serie s

MTL

●部品図およびABタイプとC・Dタイプの関係および使用法

●ABタイプ部品表
すべての形式、サイズの基本はABタイプです。このABタイプは、1軸（入力・出力を問
わず）で使用し、プーリー、スプロケット、ギアなどを組み付ける事ができます。さら
にリジット・カップリングを一体に組み込んでありますので、心ズレのない場合に
は2軸突き合わせでご利用いただけます。
偏心・偏角のあるもしくは起こりうる場合の2軸には、必ずオルダム・カップリング
付きのCタイプかDタイプをご利用ください。（オルダム・カップリングの詳細は
P.6/MJ-seriesのページをご参照ください。

品番
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

品　名 -57-AB -115-AB -230-AB
中空軸
ハウジング
アジャスター・キャップ
ディスク・スプリング
ヘックス・プレート
フリクション・プレート
クロス・プレート
くぼみ先六角穴付き止めねじ
ロッキング・スクリュ
スリープ・ベアリング A
スリープ・ベアリング B

1
1
1
2
2
4
3
4
2
1
1

1
1
1
2
3
6
4
4
2
2
0

1
1
1
2
3
6
4
4
2
2
0

ABタイプ　同心2軸取付け

ABタイプ

客先プーリー

サイズ57

サイズ115
サイズ230

オルダム･ハブ

接着剤（ロックタイト638）で接着

Cタイプ

Dタイプ

④

⑨ ②

⑧

①

⑪

③

③

⑦ ⑥ ⑤ ⑥

⑦ ④ ⑩

⑧

⑧
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●MTLA-Dタイプの分解図及び各部呼称

●トルクの設定方法について

●右図について
まず⑨のロッキング・スクリュを1.5の六角キーで充分にゆるめてください。57
型については、19mm幅のスパナで、115型、230型については、専用のフェース・ス
パナをご利用ください。時計回転方向が締め込みになりスリップする時のトル
クが大きくなります。（反時計回転方向はその逆になります。）トルクが設定でき
たら⑨のロッキング・スクリュを締めてください。

●スペアパーツについて
MTLA型の部品は、交換することができます。ことに、フリクション・プレートなど
プレート類は消耗品です。トルク設定時の増す締めができなくなった時には、交
換してください。

スパナ呼び19；

サイズ57タイプ

サイズ115タイプ
サイズ230タイプ

19.15

トルク
低下側

トルク
上昇側

スパナ

トルクの調整方法

専用レンチ用とまり穴

専用レンチ（無償）

時計回転方向 ：
トルク増加

反時計回転方向 ：
トルク減少

φ4.8

（2-180度）

③
⑨

③
⑨

MJC･タイプ･ハブ トルク･ディスク カップリング･ハブ MTLA-ABタイプ

前提として、トルクとは、〈半径〉×〈力〉です。
1）計測具として、引っ張り力を計測するためのデジタル・フォース・ゲージが必要
　（必須）です。
2）例えば40cmの半径のプーリをDタイプのMTLAの軸のどちらかに取り付け、そ
　  のプーリの外径部分に、伸び縮みしないロープを巻きます。
　 そのロープの先端にデジタル・プッシュ・プル・ゲージを取り付けて、このゲージ
    でロープを巻き上げます。そのときのデジタル・プッシュ・プル・ゲージの読み
     が1Nであれば、0.4m x1N＝0.4Nmとなります。
　  トルクの設定について
　  トルクレンチは、使用しないで下さい。トルクレンチはばらつきの点で、お勧めで
    きません。例えば、プリセット型の場合には、「カチッ」と音がしたときトルクは
    表示値より、大きくなります。一番正確なのは、プーリとデジタル・プッシュ・プル
    ・ゲージを使う方法です。ゲージの最大秤量は測定精度を考えて20N程度とし
     ます。
　 トルク調整において最も大切なことは、検査具と冶工具の準備です。
　　この方法でトルクを設定することが、一番確かな方法です。
3）内部部品の⑥フリクション・プレートは摩擦面を研磨できませんので、上記の
トルクと締め込み量はあくまで原則を示したものです。またスリップ/ブレー
キ・トルクの実際の使用にあたっての計算は、さまざまな変数を使います。例
えばコンベア・ラインのソフト・スタートでは駆動系のイナーシャは簡単で正
確な計算ができますが、全負荷系では正確に計算するのは大変困難な作業に
なります。振子周期法でイナーシャを実測することはできますが、被測定物
が少しでも大きなものになれば明らかに非現実的です。巻き戻しや送り込み
、ダンサー・ロールなどのテンションコントロールにおいては、ウェブの引っ
張り許容力そのものが材質/厚み/幅でも最小/最大比率で3～4倍の相違がみ
られます。
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